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５月１５日から受付開始　
住宅バリアフリー化改修工事助成金
　市では、住宅のバリアフリー化の
ための改修工事に対して助成を行っ
ています。原則、市内事業者が施工す
る改修工事が対象です（既に契約し
ている工事は助成の対象外）。その他
制度の詳細は、市ＨＰをご覧いただく
か、お問い合わせください。
対工事を行う市内の住宅にお住まい
の方（賃貸を除く）受付期間５月１５日
㈪から（先着順）／予算上
限に達し次第、受け付け
を締め切ります。
問住宅課☎☎７２４・４２６９

シニアシニア
健康寿命を延ばそう！
フ レ イ ル チ ェ ッ ク 会
　フレイルとは、年齢とともに筋力や
認知機能が低下し、生活機能障害な
どの危険性が高まった状態です。運
動・栄養・口

こう

腔
くう

・地域活動の総合的な
チェックや体力測定等で現在の状態
を確認し、専門職による講座を通じて
元気を取り戻すための取り組みにつ
いて学びます。当日の運営は町田市シ
ルバー人材センターが行います。
対市内在住の６５歳以上の方日５月
１８日㈭、受付時間＝午後１時４５分～
２時／所要時間は２時間程度です場
忠生市民センター定３０人（申し込み

順）申４月１８日正午～５月２日にイベ
ントダイヤル（☎☎７２４・５６５６）また
はイベシスコード２３０４１８Ｃへ。
問高齢者支援課☎☎７２４・２１４６

シニアドライバー安全運転実技教室
　加齢に伴い、運転に必要な認知機
能・身体機能は低下していきます。こ
の機会にご自身の運転を見直し、改
めて安全運転について考えてみませ
んか。なお、運転免許証の更新時に義
務付けられている法定講習とは異な
ります。町田ドライヴィングスクー

ルの送迎バス（町田駅発のみ）がご利
用いただけます。運行時間、乗車場所
については同スクールＨＰをご覧く
ださい。
対市内在住の車を運転する６５歳以
上の方日５月２５日㈭午前８時４５分～
午後０時30分場同スクール（南大谷）
内交通安全講話、運転適性検査、実車
走行等定２４人（抽選、結果は５月１８
日ごろ郵送）申４月１９日正午～３０日
にイベントダイヤル（☎☎７２４・５６５６）
またはイベシスコード２３０４１９Ａへ。
問市民生活安全課☎☎７２４・４００３

山形県川西町・ＪＡ山形おきたま川西支店から

お米を寄贈いただきました
問秘書課☎☎７２４・２１００

ひとことＰＯＰコンテスト　受賞作品が決定しました
問中央図書館☎☎７２８・８２２０

小・中学校に通うお子さんのための

就学援助費・奨励費のお知らせ
問学務課☎☎７２４・２１７６

市民参加型事業評価

対象事業の改善プログラムを作成しました
問経営改革室☎☎７２４・２５０３

　４月１日に、町田市の交流都市
である山形県の川西町とＪＡ山
形おきたま川西支店から、お米
を計２４0㎏寄贈いただきまし
た。
　いただいたお米は、市内の福
祉施設等にお届けする予定で
す。

　昨年１１月１５日～２０２３年１月
１０日に募集した「ひとことＰＯＰコ
ンテスト」の応募作品の中から、受
賞５作品が決定しました。受賞者
は次の方々です（敬称略、カッコ内
は２０２３年３月時点の学校名）。
○最優秀賞

「つるばら村のパン屋さん」
加藤穂海（小川小学校）
○優秀賞

「これは経費で落ちません！」
渡邊愛翔（南中学校）
○優秀賞

「飼育員さんのすごいこたえ」
平島楓（鶴間小学校）
○図書館長特別賞

「ひらいて」
榊間茜里（工学院大学附属高等学

校）
○図書館長特別賞

「銀河鉄道の夜」
秋山友里（町田第一小学校）
※作品をしおりにしたものを各市
立図書館、市内各所で配布します。
その他の配布先については、町田
市立図書館ＨＰ（右記二
次元コード）をご覧く
ださい。

　お子さんを小・中学校に就学さ
せることが経済的に困難な保護者
に対して、学校で必要な費用の一部
や入学準備金等を援助しています。
　市内在住で町田市立以外の小・
中学校（義務教育学校前期・後期課
程及び中等教育学校の前期課程を
含む）及び私立小・中学校に在籍の
方も申請できます。
　なお、小学１・４年生、中学１年生の
お子さんがいる方で援助費・奨励
費を希望する方は、２０２２年度に認
定を受けていても申請が必要です。
【就学援助費】
対①生活保護を受けている方②生
計 を 共 に し て い る 家 族 全 員 の
２０２２年中の合計所得額が一定の
基準額未満の方
内学用品通学用品費・入学準備金
・給食費・修学旅行費・オンライン
学習通信費等の援助
※町田市立小・中学校以外に在籍

の方は、給食費は対象外です。
【就学奨励費】
対①町田市立小・中学校の特別支
援学級に在籍する児童・生徒の保
護者②小・中学校の通常の学級に
在籍し、特別支援学校に入学可能
な障がいの程度に当てはまる児童
・生徒の保護者
内学用品通学用品費・入学準備金
・給食費・修学旅行費・宿泊訓練費
・オンライン学習通信費等の援助

（前年の世帯の所得によって支給
する費目が異なる）
※通級指導学級に在籍の方には、
通級費のみを支給します。

◇
申４月２８日までに直接学校または
学務課（市庁舎１０階、郵送も可、４
月３０日消印有効）へ。
※申請書は市立小・中学校で配布
します（まちだ子育てサイトでダ
ウンロードも可）。

　３月下旬に南からツバメがやって
きました。冬鳥のツグミは、まだ北へ
の旅立ちに日があるようで、今は、夏
鳥冬鳥が両方見られる時季です。散
歩の途中に、ツミ（小型のタカ）を見
かけました。今は繁殖の季節でよく
鳴くので、それと知ることができま
す。
　さて、最近、民間の事業者と２件の
協定を結びました。３月の上旬にな
りますが、能ヶ谷にある武相荘に関
して、（株）こうげいと観光連携協定
を締結しました。武相荘は白洲次郎
・正子夫妻が居を構えたところであ
り、市外からも多くの方が訪れる、町
田市の魅力的な観光資源の一つで
す。運営には、（株）ポニーキャニオン
と（株）ビームスが加わることになり
ましたので、より幅広い世代にも武
相荘の魅力が伝えられると思ってい
ます。
　もう１件は「新しい里山づくり」に
関する連携協定です。町田市では昨

年、「町田市里山環境活用保全計画」
を策定し、市内外の団体や企業との
連携・協働で、計画を進めていくこと
にしています。
　３月の末に、ＬＯＣＡＬ ＢＡＭＢＯＯ

（株）と「新しい里山づくり」に関する
包括連携協定を結びました。宮崎県
延岡市内の会社で、放置されている
竹林を活

い

かしたメンマづくりを始め
として、地域の活性化に取り組んで
います。
　町田市内でも、竹林の多くは手入
れされていないものが多く、昨年、 
ＬＯＣＡＬ ＢＡＭＢＯＯ社の協力で、小
野路町の団体が町田産メンマの試作
をして、放置されている竹林の活用
の第一歩を踏み出しました。
　今後は町田産メンマの生産だけで
なく、体験型イベントの企画・実施、
里山での取り組みの情報発信など、
幅広く里山の活用保全の取り組みを
加速させていこうと考えています。

カワセミ通信
１９１

試作した町田産メンマ

事業名（評価結果） 改善プログラムの主な取り組み
※カッコ内は、すでに改善が行われている場合に記載

住宅費（一部改善すべき） 民間企業と連携したイベントの実施

資源化政策費（一部改善す
べき） 高校生以上を対象とした環境教育の実施

災害対策事業（一部改善す
べき）

リアルタイムで避難施設の混雑状況等が把握できる防災
サイトの新設

介護予防・日常生活支援総
合事業費（一部改善すべき）高校・民間企業との連携による介護予防活動の実施

市民総務・市民センター費
（一部改善すべき）

予約無しで利用できる地域センターの地域開放の実施
（２０２３年１月改善済み）

児童青少年費（一部改善す
べき） 子どもセンターの入館受付カードの共通化

　市民の皆さんの声を行政経営・
行政サービスの向上に活用するた
め、昨年１１月１３日に町田市市民
参加型事業評価を開催しました。
市民と有識者で構成する評価人チ
ームが、事業所管課の担当者と事
業の課題等を話し合い、評価対象
の６事業すべてを「一部改善すべ

き」と評価しました。
　この結果を踏まえ、市では改善
プログラムを作成しました。改善
プログラムの詳細や各年度の進

しん

捗
ちょく

状況は、市ＨＰ（右記
二次元コード）をご覧
ください。

川西町の原田町長から目録を受け取りました


